
平成２４年 12月吉日 

関係各位 

協賛事業実施報告書（御礼） 

TOSS五色百人一首協会群馬県支部 

代  表  白井朱美 

平成２４年１１月２４日に前橋・臨江閣において実施した第１２回五色百人一首群馬県大会（後援：前橋市、群馬県教委、前橋

市教委、高崎市教委、上毛新聞社、群馬よみうり新聞社）の開催についてご協賛いただきありがとうございます。 

実施事業について報告させていただきます。 

 

             

上毛新聞 11/25掲載→             → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おかげさまで、当日は、参加者１２３名（参加校３５校）、保護者・引率者・運営スタッフを含めるとおよそ３５０名が集う盛

大な大会となりました。 

 

▼大会参加者児童の声▼ 

■子どものアンケートより■ 

○１年女子「きんちょうしたけど、ふだがとれてよかったです。」 

 

○２年女子「れんしゅうの時より、早くとれませんでした。らい年もでたいです。」 

 

○３年女子「今日、二回勝ってよかったです。また、行きたいです。いろいろな人とたたかってすごいなあ 

と思いました。次きたとき４年生なので５、６年生とたたかってかってみたいです。」 

 

○４年女子「最初はとてもドキドキして不安がいっぱいでした。でも、やってみると意外に楽しく出来て参

加して良かったです。いつも教室でやっている時は、１対１６であっしょうする時があるけど、やっぱり

群馬県大会はやっぱり負けてしまうなと改めて感じました。また参加したいです。」 

 

○５年男子「昨年は青色で出て予選で負けてしまったのがくやしかったので、今年はじゅんゆう勝できてよ

かった。来年も出て今度はゆう勝したい。」 

 

○６年女子「３年生の時にはじめてでた百人一首大会は、今年で４回目でした。回数を重ねるごとに勝てな

くなってしまったけれど、毎回毎回楽しかったです。また来年も出たかったです。でも、今年が最後で少

しくやしいです。でも、まだ百人一首は続けたいです。」 

 



入賞者一覧 

 

低学年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大会参加者保護者・引率者の声● 

■保護者のアンケートより■ 

●５色に分けてやるというのは、覚えやすく、良いと思いました。臨江閣に入る機会もあまりないので、

ずっと同じ場所で続けて頂けると良いです。 

 

●子どもの真剣な顔を見ることは、なかなかないので新鮮でした。 

 

●全体的にみんな、しっかりと覚えていて、レベルが高いと思いました。子どもにとっては、やる気を出

す良いきっかけになればうれしく思います。 

 

●今回、初めての参加で本人はとても緊張していたように思いますが、普段の生活の中では経験できない

ことが出来たことは本当に本人にとってとても良い体験が出来たと思います。来年もぜひ参加させてみ

たいと思います。 

 

●親子で一緒に練習してきました。勝ち負けだけではなく、親子で同じ物に夢中になれたこともよかった 

です。 


